Sin-Daigorilla wcsc32アピール文章

田中大吾

今回のアピール点として大きく4つある。

今回はNNUE関数とdlshogiの合議、もしくはどちらか片方で出場する予定だ。
①モデル及び評価関数
NNUEに関しては、hkpe4を採用した。Zeroベクトルから学習をスタートさせ、合議のためdlとのパラメーターを考えながら調整した。(例えばNNUEは中終盤型にし、dlは序盤重視みたいな)
やねうら王はversion7.00
dlの教師データを利用し更に強化した。

Test対局ではSuisho5/6.50に対し100戦4割程度である。

(条件は80t 1手 1.2秒　投了値500 定跡なし　初手から)

Dlの方は10ブロック　約35億のデータ(psvと公開されたhcpe半分程度の割合)を学習させた。3epoch程度が適切らしい。
やねうら教師との学習を交互に行うとtrain_lossとtest_lossがめちゃくちゃになるため、それらの調整も課題になってくる。

現時点ではr4300程度である。
合議toolの方はメモリを大量に喰うため出来るだけ削減できる方法を探したい。Sourceについては公開されているものを使用している。
②定跡

ほとんど手をつけていないが、後手の勝率が低下が進む中、後手の評価が高い局面から徹底的開始させ先手と後手の思考にノード差を付けることでバランスの取れた定跡を作成出来るのではないかと考えた。

ある程度kifがとれたらテラショックコマンドで進めていき、ふかうら王で生成したスーパーテラショックや過去の定跡とmergeしてみた。

しかし効果は不明である。

③探索

やねうら王7.00をhkpe4に対応させハイパーパラメーターの序盤重視率関連を変更した。

使用したソフト
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